
令和３年５月１２日 

Poco a poco …     

               シード校の拓大一高戦はＰＫ戦まで縺れる‼ 

                                     悔しさを忘れず選手権に向けて精進する‼  

インターハイ予選は、シード校（拓大一）にあと一歩及ばず… ＰＫ負け 

次の目標に向かい “K’ｓ Football ｓｔｙｌｅ” を進化させる‼   

＜2021 最初の公式戦であるインターハイ予選に臨んだ‼＞ 

初戦は乱打戦を制す‼ 

４月２４日（土）からスタートしたインターハイ予選は、初戦の調布北高校に幸先よく先制し

飲水タイムまで２－０とリードしましたが、そこから点の取り合いとなり落ち着かないゲーム展

開となりました。調布北高校のカウンターアタック、特に前線の二人には梃子摺りましたが、最

後は日頃のＴＲの量とＴＲＭの経験が勝敗を分け５－３で辛うじて勝利を収めました。 

インターハイに向けて、チームはいい準備をして公式戦に臨みましたが、初戦の緊張感もあっ

たのかＴＲＭの時のような思いっきりの良さ（チャレンジ）が見られず、イージーなミスが目立ち

結果的に苦戦しました。やはり公式戦には魔物が棲んでい

るようですね。子どもたちは予想以上に緊張していたよう

です。 

続く二回戦はシード校の拓大一高戦です。私は、武蔵村

山市に移転してから初めて訪れましたが、前日の雨が全く

気にならないほど素晴らしい人工芝のグランドでした。 

都大会出場には、鍵となるシード校との闘いに向けて、

ウォーミングアップもできるだけ通常通りのメニューがで

きるように学校から荷物を持ち込むなど、万全の態勢で重

要なゲームのキックオフを迎えました。        ＜W-up から闘いは始まっている＞ 



シード校に追いつくも最後はＰＫ合戦で敗れる… 

立ち上がり緊張の見られる拓大一を押し込み、ビックチャンスを三度も迎えましたが、フィニ

ッシュの制度が悪くゴールを奪えません（ここで、ゴールが決まっていれば、完全にゲームの流

れを掴むことができました）。すると、リアクションから左サイドを突破され、そのセンタリング

のクリアミスを詰められて先制を許します。その後、今度は右サイドから見事なアーリークロス

が入りそれを綺麗に決められ、前半を二点のビハインドで折り返しました。ハーフタイムで子ど

もたちが「一点入れば流れが変わる、行ける行ける、やろうぜ‼」とポジティブな声が多かったの

で、後半は行けるなと感じました。 

すると、後半、左からのセンタリングからＰＫを獲得。それを下山（3

年）が決めて一点差。ここから落ち着いて中盤でボールを回せるように

なると、攻撃時間が更に増えてきます。すると、再三攻撃参加をしてき

た右サイドバック亀井（2年）が放ったミドルシュートがゴールに吸い

込まれ遂に同点に追いつきました。その後も両サイドからチャンスを演

出しますが、ゴールには結び付きません。特に、この春一番の成長を見

せた左サイドの横山（3年）はかなり警戒されていました。また、相手

にＰＫを献上する大ピンチを迎えますが、ここは西野（2年）が期待に

応えてビックセーブでチームを救います。その後も逆転するチャンスを

何度も迎えますが、ゴールを割れず結局 2-2でタイムアップ。勝負は選

手権時同様ＰＫ合戦に委ねられました。              ＜最成長株の左ｻｲﾄﾞ横山＞  

負けに不思議な負けはなし‼ 

結果的にインターハイ予選はシード校の拓大一高にＰＫ合戦の末敗れ

ました。今回は、新型コロナによる緊急事態宣言で活動が制限する中で

も、最大限やれることを積み上げて臨みました。トレーニングの雰囲気

もやっと強豪校に近づきつつあります。恒例の冬の鍛錬期がなかった分

フィジカルやスキル面は十分に伸ばしきれませんでしたが、この間、子

どもたちのメンタリティーは大きく成長したように感じます。47期生の

足りなかったあと一歩よりも、この冬から現チームは大きく前進し、子

どもたちの逞しさも増しました。本当にあともう少しです。 

しかし、今大会の拓大一高戦の敗因を真摯に受け止め、この後のリー

グ戦そして八月中旬からスタートする選手権予選に向けてしっかり準備

をしていきたいと思います。                   <一年生の台頭も刺激になる> 

 

＜After the Game＞ 
新シーズン最初の公式戦インターハイ予選は、残念ながらあと一歩及

ばずでしたが、次の公式戦である選手権・リーグ戦に十分手応えを感じ

る内容でした。「堅忍不抜」の精神で、緊急事態宣言が延長される中、

インターハイ予選後も子どもたちは心折れることなく今できることを真

摯に取り組み毎日トレーニングに励んでいます。 

現在、チームは、部員数も 35名と少ないので新入生を早々に合

流させて一度フラットにしてトレーニングをスタートしています。

新入生としてはこの時期から上級生と一緒にトレーニングできるこ

とはラッキーですね。 

“Ｎｅｗ Ｋ‘ｓ ｆｏｏｔｂａｌｌ ｓｔｙｌｅ” の更なる進化に期待ください‼ ＜安定感増した DF山下＞  


